































































































































































































 6 : 00 （起床） 13 : 00 子どもたちの遊び・学習支援
 6 : 30 ラジオ体操 高齢者の話し相手
入浴移動支援
 7 : 30 清掃 17 : 00 夕食の配給，（夕食）
 8 : 00 朝食・昼食の配給，朝食 18 : 00 入浴移動支援，入浴
 9 : 00 子どもたちの遊び・学習支援 19 : 30 子どもたちの遊び・学習支援
高齢者の話し相手 避難者の話し相手
避難所運営手伝い
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5回目 （省略）K県からきていた美術関係のボランティアの方々と子どもたちとで 3 mの画用
紙に色々な絵を描きました。（省略）
6回目 今日は支援物資の仕分けをしました。途中，他大学のボランティアも一緒に手伝って
くれ，半分くらいの仕分けをやりました。（省略）
E 5回目 （省略）自衛隊の音楽会では，楽器での演奏で演歌などもやっていたので，すごく嬉し
そうでした。私たちの笑顔で元気にできるようにしていきたいと思いました。　
B 7回目 今日は避難所の閉鎖に伴い片づけばかりでした。避難所から体育館に戻るのを見て，
嬉しさ半面，寂しさを感じました。もう人はほとんどいなく，前のようなにぎやかさ
がなかったです。（省略）
C 3回目 （省略）避難所の方の表情の変化が見られ，本当に必要なものは何かなどを知ることが
できました。（省略）
4回目 今日は小学校で始業式があり，子どもたちがとても元気に感じました。（省略）お年寄
りは寝ている人が多く疲れている様子でした。また，食事に偏りがあり （省略）もう
少しバランスの良い食事ができればなと感じました。髪を切って下さる方が来ていて，
避難所の方がとても助かるなと言っていた言葉が印象に残りました。
D 2回目 朝から仮設住宅へ移動するため，避難所を出る方々が多数いました。避難所の人数も
減ってきたため，以前あった会話の声も聞こえることなく，静かな時間帯がありました。
（省略）
3回目 （省略）日中は気温も上がりすごく暑くなっていて，暑さ対策をしていかないと熱中症
などになってしまうので，水分を細目にとるようにしました。
5回目 避難所の閉鎖も間近ということもあり，体育館は人が少ししかいなく，とても静かで
した。（省略）
F 3回目 （省略）今の先の見えない被災者の人たちと触れ合い，本当に悲しい現実でも精一杯生
きようとする気持ちがすごく伝わってきた。（省略）疲れを見せる人もいた。
4回目 （省略）他の避難所は仕切りがあるけれど，ここの避難所にはない。避難所によって，
プライベートを隠したかったり，個人個人が孤立することを嫌がったり，これは地域
によって違うのかなと感じた。（省略）
G 3回目 （省略）その中で気になった点が，「食事がワンパターン化してきて飽きた」というこ
とでした。炊き出しする人も減ってきた点や，賞味期限の関係で同じ物ばかりなどの
原因が考えられました。私たちに何ができるかを深く考えさせられました。
表 9.　自分の活動に対する期待や課題
学生 回数 記録（感想）内容
A 3回目 （省略）関わりに偏りが出てしまい，まだ関わりのない方とも関わっていきたと思う。（省
略）コミュニケーションを大切にしていきたいと思う。
201災害ボランティア活動を通して福祉や防災を学ぶ
A 8回目 （省略）高齢者の方や子どもたちと関わる時間があまり取ることが出来なかったので，
自分自身での時間の配分を考えていく必要があったのでないかと思う。避難者の方か
ら「また来たの」と声をかけていただき，「また話しをしようね」「行きますね」と言っ
たが，他の作業が忙しく，行くことが出来なかった。（省略）
9回目 （省略） 子どもたちから（省略）何かあると私の名前を呼んでくれて，今まで関わって
きたなかで，信頼関係が築いてくることができた（省略）高齢者の方からも「今日も
来たか」などと声をかけていただき，互いにふざけあうなど，信頼関係を築くことが
できたと感じた。子どもたちの会話で，「震災がなかったら，出会えなかったんだよ」
と言っているのを聞いて嬉しくなった。（省略）その一つひとつの出会いに感謝しない
といけないと思った。
C 6回目 １日も早く，もとの生活ができるようになることが一番の望みですが，それまでの間
に不安や心の揺れは続くと思います。少しでも話し相手や体や心のケアにお手伝いが
できるのであれば，支援を続けていきたいと思います。何よりも話しかけたときに，
笑顔になってくれたことが嬉しかったです。活動に入ることで「どっかで見た顔だな」
と覚えて下さる避難所の方の一言で，互いに安心感を得ることができました。
7回目 明日のことはわかりませんが，いつ何時でも自然災害はお構いなしに来て，人間を襲
いかかります。まさか，このような体験をするとは思いませんでした。不安はまだ消
えませんが，未曽有の災害に合われた方々の苦しみは計り知れないものだと感じまし
た。被災地を訪れ，ボランティアを通して感じました。このことをいつも忘れずに，今，
何をすればいいのか，何ができるのかを考えながら過ごしていきたいです。
D 7回目 今日でボランティア活動は最後でした。ここでの活動を通して，避難所にいる方との
交流をするにあたって，普通のボランティアなどでは経験できない貴重な時間を過ご
したと思います。このボランティアで学んだこと，一生忘れることなく，次ぎに行く
ボランティア先で生かしていきたいです。　
E 2回目 マッサージを頼まれ，普通にやっていたら，専門の知識を持っている人に「やるな」
と言われた。頼まれるし，どうしていいかわからなかった。楽しかったけど，ボランティ
アは難しいものだなと思いました。　
6回目 （省略）高齢者の方から「今日は来てくれないの」と言われたときは，本当に焦りまし
た。（省略）継続的に行くことで会話に困ることもしばしばありました。ニーズの変化
など，少しですが感じとれたように気がします。（省略）
F 2回目 （省略）もっと一緒に遊んであげたい，たくさん我慢して，たくさん心は泣いているか
ら，もっと楽しいことを教えてあげたい。
5回目 （省略）避難所の方々が，違うボランティアが来ると，毎回，同じような話をすること
になり疲れるとおっしゃっていた。癒しに行っているのに疲れると言われてしまうの
は，意味がないのではないかと感じた。
G 4回目 （省略）高齢の方から足腰や悪く移動するのが大変ということで，外に新たにできた冷
房の効いたプレハブへの移動も困難だということを聞きました。（省略）暑さを和らげ
る良い方法が何かないか考える 1日となりました。
5回目 （省略）行く度，行く度に必要とされる支援が違い，求められる支援に応えられないと
きもありました。しかし，避難所の方と触れ合うにつれ，私たちを楽しみにしていた
ことを知ったときは本当に嬉しく，次ぎも頑張ろうという気持ちになれました。
